


‒ １ ‒



‒ ２ ‒



黒星病・かいよう病に強いウメ品種のスクリーニング

和歌山県の主力品種「南高」は黒星病・かいよう病に対して罹病性であるため、防除に多大なコスト
と労力がかかっています。また近年、和歌山県でも強風雨に遭遇する日数が増加傾向にあり、これら
病害の発生も今後増加していく可能性が懸念されています。
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そこで、両病害に強い新品種の育成に向け、うめ研究所が保有する100種類以上のウメ品種・系統を用
いた大規模な病害抵抗性の評価を行い、交雑親や育種素材として有望な品種・系統の選定を試みました。

うめ研究所保有のウメ遺伝資源 病害抵抗性の評価

◆自然発病の調査による黒星病抵抗性の評価

うめ研究所保有の100種類以上のウメ

品種・系統について、黒星病の果実発病
（自然発病）を右記の基準に従って調査し
ました。

※調査日：5月17日
※供試樹はすべて殺菌剤無散布
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黒星病果実発病の調査基準

指数

※指数について
0：発病なし、1：病斑が1～8個、2：病斑が9～15個
4：病斑が16～20個、6：病斑が21個以上
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発病度 発病度

病害名
黒星病
(自然発病)

かいよう病
(接種)

病害名
黒星病
(自然発病)

かいよう病
(接種)

品種/年 2016 2015 2016 系統/年 2016 2015 2016

十郎 0.00 0.00 4.05 OK1 0.00 0.00 0.00

剣先 0.00 0.00 7.58 OK3 0.00 0.00 6.25

衣笠 0.00 1.11 1.56 OK2 0.00 4.35 2.08

青軸 0.00 4.86 6.90 OK4 0.00 6.67 3.03

織姫 0.00 4.95 3.62

光陽 0.00 5.13 4.44 南高 18.83 17.30 20.60

◆黒星病とかいよう病に強い品種・系統の選定

◆有望系統を用いた交雑による種子の獲得
交配組合せ 交配数 着果数

「南高」×「十郎」 513 344

「南高」×「剣先」 279 125

「古城」×「剣先」 224 20

「寒梅垂れ」×「剣先」 43 8

計 1059 497

◆接種試験によるかいよう病抵抗性の評価

ウメかいよう病は、病原細菌が果皮の傷口
などから侵入することにより引き起こされる
病害です。病原細菌は自力では果実に侵
入できないため、人工的に侵入させて（接
種）発病程度を調査することにより、抵抗性
の評価を行いました（評価は平成27年、28
年の2回実施）。

※接種日：平成27年4月15、16日
平成28年4月12、13日

※調査日：平成27年5月14、15日
平成28年5月16～18日

※供試樹はすべて殺菌剤無散布

ゴムプレス法による
かいよう病菌の接種
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※指数について
0：発病なし、1：わずかに発病、2：発病が接種部位の1/2より少ない
4：接種部位の1/2以上に発病、6：接種部位全体に発病

かいよう病果実発病（接種）の調査基準

指数

2016年の黒星病自然発病が極めて少なく、2015年、2016年の接種試験でかいよう病に抵抗性を
示した6品種および4系統が見いだされ、交雑親や育種素材として有望と考えられました。

調査の結果有望と考えられた品種を用いた交雑
を行い、約500粒の交雑種子を獲得しました。
→今後、接種試験による選抜を実施します。

黒星病、かいよう病に抵抗性を示した品種・系統

【まとめ】
・100種類以上のウメ遺伝資源の中から、黒星病・かいよう病に強い品種・系統を見いだしました。
これらは新品種育成に向けた交雑親や育種素材として有望と考えられます。
・今後も継続して調査を行うとともに、有望品種・系統を用いたさらなる交雑を行い、新品種育成に
向けた取り組みを進めていきます。

「OK1」のかいよう病
接種果実

（対照品種）
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・植栽間隔

（樹間2m、列間3m）

・植栽本数 * 園内道を確保
（主幹形128本／10a）

・目標収量
（７年生 ； 3.5 t／10a）

ウメの早期成園化技術の開発

ウメ主産地では経済栽培の終わりとされる25年生以上の老木が増加しており、計画的な改植を進
めることが課題となっています。しかし、新植してから収益が見込めるまで7年程度を要することから、
改植が進んでいないのが現状です。そこで、うめ研究所で開発した自家和合性品種「ＮＫ１４」の早期
成園化樹形および「南高」で実証された春期摘心栽培などの生産安定・省力多収技術を活用し、若木
期における早期多収栽培法を検討しました。また、「ＮＫ１４」は幼木から若木期における必要な施肥
量が明らかにされていないことから、適正施肥量についても取り組みました。

◆ 「NK１４」の早期成園化に適した樹形の検討

・主幹を真上に立て、側枝を水平に
伸ばす樹形

・若樹齢から着果量が多い
・樹冠が小さく、密植が可能

例：樹間2m、列間3m 128本/10a

ムカデ整枝 開心自然形（対照）主 幹 形

・主枝を低く誘引し、亜主枝を水平に
伸ばす樹形

・若樹齢から着果量が多い
・樹容積が小さく、密植が可能

例：樹間3m、列間3m 80本/10a

・慣行の樹形
・若樹齢の着果量は少ない
・樹冠が大きく、密植は困難

例：樹間5m、列間6m 30本/10a

「NK14」主幹形3～7年生の1樹当たり
累積収量は60kgで、開心自然形の約
1.8倍であり、収量性に優れていること
が明らかになりました。

◆ 「NK１４」主幹形の密植栽培例

「NK１４」主幹形植栽例（10a）

樹形別の1樹当たりの収量

樹形別の10a当たりの収量

「NK14」主幹形3～7年生の10a
当たり累計収量は7,700kgで、
開心自然形の約7.7倍と試算
されました。
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◆ 「南高」若樹齢から早期多収を図る栽培法

「南高」開心自然形による慣行栽培では、成園化するまでに時間がかかるため、若木からの摘心
処理による増収効果について調査しました。

「南高」摘心処理樹 「南高」摘心および慣行処理における1樹当たりの収量

「南高」摘心処理樹の7～10年生の1樹当たり累計収量は70kgで、慣行樹の約1.7倍であり、
若木に対する増収効果に優れていることが明らかになりました。

若木への摘心処理ポイント
・4～5年生樹から処理を開始する
・横向きの新梢や樹冠外周部は、樹冠拡大のため処理を行わない
・2次伸長梢は徒長枝となるので、必ず2回目の処理を行う
・樹勢の弱い樹には行わない

◆ 「NK１４」幼木から若木期における適正施肥量

青採り収穫栽培における「NK１４」の幼木から若木期の窒素施肥量を、「南高」の基準施肥量と
同量とし、生育に及ぼす影響について調査しました。

「NK１４」樹齢別の8月葉中窒素含有率
注）1樹当たりの窒素量は左表より5年生は240g、

6年生は280g、7年生は350g施用

2.44 2.58 2.63
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青採り収穫栽培における「NK14」の幼木から若木期の1樹当たりの窒素施肥量を、「南高」の
基準施肥量と同等とした結果、樹体栄養は概ね適正範囲にあることが明らかになりました。

【まとめ】
・「NK１４」の早期成園化には、若木期における1樹当たりの収量が多く、密植が可能な主幹形が

適しています。

・「南高」若木樹からの結実安定には摘心処理が効果的です。

・「NK１４」幼木から若木樹の1樹当たりの施肥量は、同樹齢の「南高」と同じ基準施用量を施用
するのが適当です。

「南高」の年間窒素基準施用量　 （ 単位： ｇ/樹 ）

3年生 ４年生 5年生 6年生 7年生 8年生 9年生

窒素施肥量 140 200 240 280 350 400 500

注）うめ研究所による試験結果により算出

8月の適正葉中
窒素含有率は、
2.5％以上
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その他

テルペン

フラン・ピラン

カルボン酸
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〒645-0021　和歌山県日高郡みなべ町東本庄1416-7

  TEL:（0739）74-3780

  FAX:（0739）74-3790


